
【仮訳】

ＡＰＥＣ人工知能（ＡＩ）イニシアティブ（2026-2030） 

 

1. 我々、アジア太平洋経済協力（ＡＰＥＣ）首脳は、人工知能（ＡＩ）がイノ
ベーションの新たなフロンティアを切り開き、生産性を高め、競争力を向上
させ、経済的繁栄と強靱性を実現することにより、世界経済を根本的に変え
る潜在力を有することを認識する。多様な能力と視点を有するＡＰＥＣエコ
ノミーは、強靱な経済成長を推進するためにＡＩの戦略的潜在性を活用し、
また、技術革新を促し、国民の生活水準を向上させ、人々や企業のエンパワ
ーメントを進めるという独特な立場にある。ＡＩは、ＡＰＥＣ地域における
共通の優先課題の解決策を促進する上で、大きな潜在力を有する。ＡＰＥＣ
は、「ＡＰＥＣ・ＡＩイニシアティブ（「本イニシアティブ」）」を採択す
ることにより、急速に進化するデジタル環境における課題に対処しつつ、各
エコノミーのエンパワーメントを進め、経済成長の触媒としてのAIの革新的
な潜在力を活用するという共通のビジョンを前進させる。 

 

2. このビジョンの実現に向けた我々の戦略的方向性は、以下の三つの大きな目
標によって示される： 

a.  ＡIイノベーションを推進し、全ての人々にとって安全で、アクセスで
き、信頼できるAIエコシステムを促進することによって、ＡＰＥＣエコ
ノミー全体及び域内の強靱な経済成長を促進する。 
 

b. 連携及び能力構築の取組を通じて、ＡＰＥＣエコノミーのAI変革への意
義ある参加を拡大し、すべての人々に利益をもたらす。 

 
c. エネルギー・資源効率の高い技術を活用し、強靭なインフラ投資を促進
することにより、ＡＩの開発と導入を奨励する。 

 

3. これらの目標は、ＡＰＥＣのより広範なアジェンダ、また、「アオテアロア
行動計画（APA）」及び「ＡＰＥＣインターネット及びデジタル経済に関す
るロードマップ（ＡＩＤＥＲ）」を含む、「ＡＰＥＣプトラジャヤ・ビジョ
ン２０４０」の達成に向けたコミットメントに一致する。我々は、本イニシ
アティブは、フォーマル経済への参画推進、全ての人々の経済エンパワーメ
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ント強化の促進、強靭な経済成長のための環境整備といった、ＡＰＥＣの過
去の取組に基づくものであると認識する。また、本イニシアティブは、適切
な専門国際機関の活動、プロセス、その他の取組を踏まえ、それらを補完す
るとともに、各ＡＰＥＣエコノミーが各自のＡＩ政策を実施する上で、異な
るアプローチを取っていることを認識する。 
 
4. この関連で、我々は以下の戦略的目標とその達成のための行動に向けて取り
組む。 

A. ＡＰＥＣ内におけるＡI 変革の成功裏の推進： ＡＩ変革を成功させる
ためには、各エコノミー内とＡＰＥＣ全体による協調的なアプローチが
必要である。この目標は、各エコノミー及びＡＰＥＣ全域の双方のレベ
ルにおいて、ＡＩ変革を成功させるために必要な戦略的方向性を確立す
ることを目指す。 

ⅰ. 自発的レビュー： 各エコノミーがＡＩへの即応性と影響を自発的にレ
ビューすることにより、デジタル・ＡＩ開発の段階に応じて、ＡＩ開
発・導入の現状をより良く理解し、優先事項を特定できるよう奨励す
る。 

ⅱ. ステークホルダー間の協力： ＡＰＥＣのフォーラ横断的に全てのステ
ークホルダーによる協力を奨励する。ＡＩイノベーションを可能とする
環境を促進し、社会の全ての層への機会の提供を促進するため、幅広い
意見交換を推進する。地域全体のＡＩ変革を円滑化し、必要に応じてイ
ノベーションを共同で進めるための研究協力を促進できるよう、特に零
細・中小企業（MSMEs）を対象に、ＡＰＥＣエコノミー横断的な官民
連携の可能性を模索する。 

ⅲ. 政策共有： ＡＩの開発及び導入を目的とした、各分野及び関連政策分
野におけるベストプラクティスや政策に関する知識の自主的な交換を促
進する。ベンチマーキングの機会及びベストプラクティスや比較分析に
基づく知見の共有を促進し、ＡＩの潜在力を様々な経済分野で引き出す
ための革新的なエコシステムを構築する。また、全てのエコノミーがＡ
Ｉ主導のイノベーションに貢献し、その恩恵を享受できるようにするこ
との重要性を認識する。 
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ⅳ. 安心で信頼できる導入：全ての人々がＡＩの恩恵を享受できるよう、労
働力、教育、能力構築政策において、バランスの取れた人間中心のアプ
ローチを通じて、安全性・アクセス可能性・信頼性・確実性を高めるた
めの取組を継続する。 

 

B.  全てのレベルにおけるＡＩ能力構築：ＡＩの変革的な潜在性を最大限に
引き出すには、全てのステークホルダーがＡＩ技術を効果的に利用する
ための知識と技能を有する必要がある。この目標は、ＡＩへのアクセス
に障壁を抱える人々を含む全ての人々がＡＩ主導型経済に有意義な形で
確実に参画できるよう、社会全体のＡＩ関連能力を強化することに焦点
を当てる。これは、技術革新から全ての人々が恩恵を受け、ＡＩが全て
の人々の幸福度を高めるために活用される社会を形成する基盤となる。 
 
ⅰ. 公共部門の能力： 公共部門におけるＡＩツールの開発・導入に向けた
各エコノミーの取組を活用し、支援することにより、公共サービスの質
とアクセスを向上させる。公共部門職員の技能向上に資する取組を奨励
し、公共部門へのＡＩ導入を加速させることで、行政の効率性と組織の
パフォーマンス向上を図る。 

ⅱ. 民間部門の能力： 各産業に特化したＡＩの導入を促進し、零細・中小
企業（MSMEs）やスタートアップ企業等を対象に、イノベーション・
協力・デジタル変革のための環境を整えるためのベストプラクティスを
共有する。きめ細かな能力構築イニシアティブを通じて、企業全体のデ
ジタル・ＡＩリテラシー強化に向けた取組を支援する。 

ⅲ. 労働者の能力： デジタル・ＡＩリテラシーやＡＩの基礎知識の水準が
均一ではないことを踏まえ、全ての人々の生涯学習を支援するととも
に、効果的な技能向上及びリスキリングのための人材開発プログラムに
関する情報の共有によってそれぞれの労働者がＡＩ機会を有効活用でき
るようにする。これらの取組は、労働市場における機会へのアクセスを
含め、ＡＩ移行に対応する労働者のための支援も目指すべきである。 

ⅳ.  消費者の能力と信頼：一般市民の基本的なデジタル・リテラシー及び
ＡＩ即応性の向上を目的とした各エコノミーのイニシアティブを支援す
る。全ての人々のＡＩアクセスを向上させ、ＡＩの責任ある利用に関す
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る公共意識を高めるための取組を奨励し、それによりＡＩアプリケーシ
ョンに対する消費者の信頼を強化する。 

v.  能力構築に関する地域協力： ＡＩ対応能力の格差是正に向けて専門知識
とリソースを組み合わせて活用し、全てのエコノミーが確実にＡＩイノ
ベーション・アプリケーション対応能力を強化し、AI 変革に十分に関与
してその恩恵を享受でき、相互に利益をもたらすパートナーシップの形
成を模索する。各地域の知識、文化、言語を統合するイニシアティブを
奨励する。この関連で、APEC議長韓国が、ＡＩ関連の能力構築とイノ
ベーションの促進、地域における情報共有の推進を目的として、アジア
太平洋ＡＩセンターを自己資金で設立・運営すると決定したこと、ま
た、他のエコノミーによる同様のイニシアティブや取組を認識する。 

 

C. 強靱なＡＩインフラのための投資エコシステムの醸成： 包括的なＡＩ
変革には、クラウド・コンピューティング等のデジタル連結性、データ
センター、電源や送電網等、ＡＩの開発と普及を支えるエネルギー・イ
ンフラを含む大規模なインフラ投資が必要である。ＡＰＥＣエコノミー
は、ＡＩインフラへの効果的で持続的な投資には関連するステークホル
ダー同士による協調的な取組が必要であることを認識し、強靭なインフ
ラへの投資を可能とする環境を整備する取組を強化すべきである。 
ⅰ. 公共政策： ＡＩの導入と利用の拡大は、ＡＰＥＣエコノミーと民間部
門の連携を通じて促進される、高品質で安価な、安全かつ強靭な通信・
ＡＩインフラの整備に依拠することを認識する。データ需要の増加を認
識し、データ需要に対応するため、全ての人々が恩恵を享受できるよ
う、エネルギー・資源効率的な方法で、デジタルインフラのアップグレ
ード に向けた適切な措置を講じる。 

ⅱ. 民間部門：安全かつ強靭なＡＩインフラへの投資促進に向けた民間部
門の自発的な取組を推奨する。この関連で、この目標の達成に向けた
ＡＰＥＣビジネス諮問委員会（ＡＢＡＣ）の取組に留意する。ＡＩの
革新的潜在力をエネルギー・システムに活用し、予測分析、需要管
理、エネルギー最適化等のアプリケーションを通じて、エネルギー・
システムの効率性・安全性・確実性を向上させるための民間部門の取
組を奨励する。 
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ⅲ. 投資協力：デジタル格差を解消し、ＡＩの恩恵を最大化することを目
的に、官民連携モデルを含め、地域全体でＡＩのための強靭なインフ
ラへの投資拡大の機会を模索するため、公共部門、ビジネス界及びそ
の他のステークホルダーの間の対話を促進す る。 
 

5. ＡＰＥＣフォーラ及びサブ・フォーラは、必要に応じ、各自のイニシアティ
ブ・戦略・作業計画に 本イニシアティブを組み込み、推進するとともに、デ
ジタル経済運営グループ（ＤＥＳＧ） 及び電気通信作業部会（ＴＥＬＷＧ）
とこれら取組に関する情報を共有することが奨励される。また、ＡＰＥＣビ
ジネス諮問委員会（ＡＢＡＣ）、太平洋経済協力会議（ＰＥＣＣ）、その他
の関連ステークホルダーとのフォーラ横断的な連携及びパートナーシップを
推進し、一貫性と影響力を強化する必要がある。本イニシアティブ実施に係
る進捗のレビューは、デジタル経済運営グループ及び電気通信作業部会（Ｄ
ＥＳＧ－ＴＥＬＷＧ）の年次合同会合において行われ、2030 年に最終レビュ
ーが実施される。このレビューには、各エコノミー及びＡＰＥＣ全体におけ
る関連活動の情報共有が含まれるべきである。実施状況に関する報告は、Ｔ
ＥＬＷＧとその他の関連フォーラとの協議の後、最終高級実務者会合（ＣＳ
ＯＭ）において毎年報告され、ＡＰＥＣインターネット及びデジタル経済に
関するロードマップ（ＡＩＤＥＲ）の実施に関するＤＥＳＧの年次報告書に
組み込まれる。 
 
6.  本イニシアティブは、各エコノミーにおける柔軟な実施方法と多様な開発状
況を尊重し、APECの既存の取組を補完しつつ、ＡＩの変革的潜在力を活用
するという我々のコミットメントを再確認するものである。 
 


